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研究の全体概要 

小児期における喘息等のアレルギー疾患の有病率は高く、大気汚染をはじめとする環境要因との関連

が指摘されている。また、わが国においては糖尿病、脂質異常症等の生活習慣病の増加が大きな課題で

あるが、小児期においても高血糖や高血圧等の生活習慣病のリスク要因を有する者が存在し、環境因子

との関連が示唆されている。 

本研究は、兵庫県尼崎市の「子どもの検討環境に関する全国調査（エコチル調査）」参加者（約 4,900

人）のうち、小学 2年生のときに実施する学童期検査を受診する子どもを対象として、小児期の喘息等

のアレルギー疾患の発症及び生活習慣病のリスク要因である高血糖や脂質異常等について、バイオマー

カーを用いた客観的な評価を行い、胎児期及び乳幼児期における大気汚染物質及びその化学成分への曝

露の影響を疫学的に解明することを目的とする。健康影響として、呼気・血液・尿を用いて、喘息・ア

レルギーの病態及び生活習慣病のリスクとなる高血糖、脂質異常等についての評価を行う。曝露評価は、

胎児期及び乳幼児期における大気汚染物質及び大気中の硝酸イオン、硫酸イオン、元素状炭素等への曝

露量を推定する。対象となる子どもは学童期であるため、過去における曝露は land-use regression モ

デルと化学輸送モデルを組み合わせた新たなモデルを構築して個人毎に日単位で推計する。エコチル調

査で得られる遺伝要因、社会経済要因等も考慮した上で、小児のアレルギー疾患及び生活習慣病リスク

と胎児期から乳幼児期における大気中汚染物質及び化学成分への曝露との関連を明らかにする。 

本研究により、小児期のアレルギー及び生活習慣病リスクに影響を与える大気中化学成分が明らかに

なることが期待される。わが国における大気環境は徐々に改善しているが、西日本を中心に現在も PM2.5

に係る環境基準が未達成の地域が残されている。わが国よりも大気汚染レベルが低い地域でもその影響

が観察されていることから、わが国においても大気汚染の健康影響を評価することは重要である。健康

に影響を与える大気中の成分を特定することができれば、効果的な大気汚染の発生源対策が可能とな

り、健康影響の未然防止に貢献することが期待できる。特に、わが国ではアレルギー及び生活習慣病の

有病率が高いことから、小児期においてこれらの疾患のリスクを低減することは、環境政策のみならず、

わが国の疾病対策としても極めて重要であると考えられる。 
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